
※検査方法は医療機関によって異なります

①消化…食べた物は蠕動運動により、胃酸と混ざり合い消化され、十二指腸へ送りだす

②殺菌…胃酸は強い酸性なので、食べ物と一緒に入ってきたウイルスや殺菌の増殖を
○　　　　抑えたり殺菌する

胃の粘膜の修復力が
弱まり粘膜の破壊が
すすみやがて粘膜に

穴があいてしまう

□ 胃潰瘍

粘膜の表面に軽い炎症が
起こっている

胃の粘膜が薄くなり
粘膜の奥の網状の
血管が見える

□ 腸上皮化生

細胞の変性が強い状態
がんが発生しやす場所

（発生母地）

[尿素呼気試験]
○薬を飲んでから

吐いた息を
調べる検査

[抗体検査]
○血液や尿を
採取し、抗体の
有無を調べる

粘
膜
の
状
態
を
み
る

※必ずこの経過通りに、進行するわけではありません。胃の粘膜の状態を定期的に確認していくことが重症化予防につながります

→

胃がんを予防しよう

□ 正常な粘膜

アルカリ性のアンモニアを
つくって身にまとうことで
強い酸性の胃酸から
身を守っています

ピンク色で
ひだも均一

すべすべした粘膜

このアンモニアが
ピロリ菌が作り出す

毒素によって
胃の粘膜に障害が

起こります

→ □ 萎縮性胃炎

胃の粘膜に影響する因子

□ 胃がん

萎縮性胃炎が進むと
粘膜の発がん性物質の
影響を受けて胃がんが
発生しやすくなります

→

ピロリ菌の感染に対して
免疫系が活発に
防衛している状態

→

生
活
習
慣

感
染

□喫煙
○　　たばこには多くの発がん物資が含まれています
       また、血行を悪くして粘液の分泌を悪くします

胃
の
粘
膜
の
変
化
　
～
私
の
胃
の
状
態
は
ど
の
段
階
？

感染率　60～70代80％　50代70％　40代50％　30代40％

□アルコール　発がん物質が体内に取り込ませやすくする作用

□高塩分
○　　高濃度の塩分は、胃粘膜を保護する粘液を破壊します

□高脂肪食
○　　脂肪の多い食事には消化に時間がかかり、
○　　それだけで胃酸分泌量が多くなります

食
事

□ピロリ菌の感染

ピロリ菌の感染を調べる方法

[内視鏡検査]
○胃の粘膜の一部を採取し、
ｐＨ指示薬で反応を見たり、

組織培養を行う

→

（ピロリ菌が長く住み続けると）

胃の粘膜の表面の
細胞が破壊され

細胞分裂する活力を失い
細胞数が減少し

粘膜が薄く脆弱になる

□ 表層性胃炎□ 慢性胃炎

[便中抗原検査]
○便の中に
ピロリ菌が

含まれるか調べる

喫
煙

ひだは厚ぼったく
赤く腫れている

↓

□ ピロリ菌に感染→

３．検診でわかること２．生活の中でできること １．胃のお仕事と特徴

噴門

胃底部

胃体部

幽門洞部

胃角

幽門

① 胃バリウム検査
○検査の前に発泡剤とバリウムを飲み、撮影台の上に乗

り、体の向きを変えながらＸ線写真を数枚撮ります。

② 内視鏡検査（胃カメラ）
○ バリウム検査で所見があった場合、その部分の粘膜

の状態 （病変の大きさや形、色、出血の有無など） を直

接観察する検査です。

胃酸

粘膜

粘液

強い胃酸から胃を守るために、

粘液が胃壁全体を覆っています

健康な胃では、胃酸と粘液のバランスが上手にとれています

胃全体の大きさや、食道～胃～十二指腸の粘膜の状態を見ることが

できます。病巣の位置や進行度などもわかります
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